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相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
・
欄
舞
辞
無
無
爵
論
集
・
欄
愛
襲
子
詠
大
壷
究
論
集

総
目
次
（
自
創
刊
号
　
至
第
三
十
五
巻
）

相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集

　
　
創
刊
号
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
）

酒石今
　　小
井倉路

　小覚

諄郎瑞

塩富荒海松山沼

野田井辺永本波

サ朋貞忠大捨
カ

エ介雄治覚三守

沼田岡富塙神仲石

創
刊
の
辞

人
間
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
一
曹
面
一
不
死
の
愛
人
i

音
楽
美
学
の
基
礎
付
け
へ
の
一
考
察

　
i
〈
聴
く
こ
と
〉
の
意
味
－

悪
七
兵
衛
平
景
清

漱
石
初
期
の
浪
漫
主
義
と
「
夢
十
夜
」
の
解
釈

仏
教
に
於
け
る
善
の
考
察

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
神
秘
主
義
の
特
質

教
育
者
の
創
造
性
と
権
威
性

血
球
鍍
銀
法
に
依
る
「
進
化
再
演
説
」
の
誇
明

染
色
の
芸
術
と
実
用

　
第
二
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
年
三
月
）

波
　
　
　
守
　
　
牛
若
強
盗
退
治
　
附
り
　
そ
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
－
熊
坂
長
範
と
藤
沢
入
道
と
は
同
一
人
か
－

中
　
重
太
郎
　
　
枕
冊
子
「
時
奏
す
る
い
み
じ
う
を
か
し
」
の
段
に
於
け
る
本
文
校
訂

　
　
　
　
　
　
　
と
語
法

　
　
邦
　
俊
　
　
宗
教
の
始
源
と
し
て
の
人
間
悪

　
　
　
　
　
　
　
一
無
明
と
原
罪
と
を
中
心
と
し
て
一

倉田田

　朋雅美真小
　　　年　三
総介寿子而郎

マ
タ
イ
受
難
楽
の
構
成
一
般

和
讃
に
寄
せ
て
　
　
伝
統
的
音
楽
に
潜
む
も
の

丸
打
・
平
打
両
組
紐
の
比
較
に
つ
い
て

発
育
に
及
ぼ
す
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス
の
影
響

民
族
優
生

目
　
　
次

第
二
巻
第
二
号
（
昭
和
三
十
年
十
二
月
）

中海酒松山富

村辺井永本田

そ忠　大捨朋

の治諄覚三介

荒

民
族
優
生
（
続
）

現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
一
考
察

仏
教
に
於
け
る
悪
の
考
察

音
楽
美
学
に
於
け
る
形
而
上
学
的
思
惟
の
要
請

宗
教
と
科
学
の
基
盤

手
芸
論

　
第
三
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
［
年
三
月
）

井
　
貞
　
雄
　
　
道
徳
生
活
に
関
す
る
分
析
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
－
高
校
生
及
小
学
生
の
比
較
－

西塙神山仲石岡

山　田本　倉

徳雅美捨真小邦
　　年　　三
平寿子三而郎俊

宗
教
的
実
存
に
つ
い
て
1
人
間
悪
の
処
理
1

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
概
観
脚

建
旋
と
陽
旋

梶
井
文
学
の
情
念

手
工
レ
ー
ス
に
つ
い
て

ビ
タ
ミ
ン
と
酵
素

微
生
物
法
に
よ
る
ビ
タ
・

ミ
ン
B
の
工
業
的
製
造
に
つ
い
て

第
三
巻
第
二
号
（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
）

　
　
　
　
特
輯
　
宗
教
と
哲
学
・
文
学
l
I

沼石海松岡

波倉辺永

　小忠大邦

守郎治覚俊

宗
教
に
於
け
る
崇
拝
対
象
　
　
神
と
仏
と
の
対
比
に
つ
い
て
一

章
提
希
夫
人
に
就
い
て

無
の
問
題

宗
教
音
楽
概
観

普
賢
菩
薩
と
興
野
上
人

　
附
1
1
お
竹
大
日
如
来
の
由
来

二
三
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中

　
　
　
総
　
　
目
　
　
次

野
恵
海
　
丹
羽
文
雄
と
親
驚
　
小
説

　
第
四
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
二
年
三
月
）

酒松岡二山沼
　　　十
井永　二本波

　大邦鉄捨

諄覚俊玄三守

「
青
饗
」
以
前
一

八
百
屋
お
七
雑
考

戦
後
詩
壇
の
動
向

九
條
武
子
夫
人
　
　
そ
の
短
歌
を
中
心
と
し
て
一

宗
教
の
崇
拝
対
象
⇔
－
神
と
仏
と
の
対
比
に
つ
い
て

浬
葉
経
に
現
は
れ
た
阿
闊
世
王

音
楽
存
在
の
時
間
的
性
格
に
つ
、
い
て

第
四
巻
第
二
号
（
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
）

中二山酒石
　十
野二本井倉

恵鉄捨　小

海玄三諄郎

山
　
本
　
登
美
子

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
概
…
観
削
（
続
）

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
タ
レ
ー
ト
に
関
す
る
一
考
察

現
代
詩
成
立
の
新
運
動

近
世
に
於
け
る
階
級
制
度
と
農
民
の
生
活

丹
羽
文
雄
と
親
鶯
（
下
）

　
一
小
説
「
青
麦
」
を
中
心
と
し
て

服
装
史
よ
り
　
　
流
行
の
変
遷
を
裏
付
け
る
も
の
i

欄
鍵
酵
麩
韓
研
究
論
集

第
五
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
三
年
五
月
）

　
相
愛
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念
号

神塩馬石荒松岡今
　　　　　　　小
田野淵倉井永　路
美サ卯小貞大邦覚
年力三三
子工郎郎雄覚俊瑞

巻
頭
之
詞

聖
夢
と
宗
教
　
　
宗
教
的
聖
者
の
み
た
夢
一

華
厳
経
の
善
財
童
子
（
求
道
の
旅
）

現
代
教
師
像
の
研
究
　
e

第
九
交
響
曲
と
フ
ァ
ウ
ス
ト

平
均
率
曲
集
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
の
楽
曲
構
造

栄
養
私
見

ネ
ク
タ
イ
に
つ
い
て

山
　
本
　
登
美
子

塙西富二沼
　　　十
　山田二波

雅徳朋鉄

寿平介玄守

二
四

服
飾
と
流
行

　
〈
服
飾
の
中
の
流
行
性
と
云
う
属
性
の
占
め
る
位
置
〉

三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
そ
の
一

近
世
に
於
け
る
女
性
の
地
位
に
就
い
て

℃
「
o
訪
一
Φ
（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

酒
粕
の
防
腐
作
用
に
つ
い
て
（
第
1
、
2
報
）

蛍
光
物
質
と
其
の
利
用

第
五
巻
第
二
号
（
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
）

浜中富中荒石

崎村田野井倉

弥ソ朋恵貞小

市ノ介海雄郎

第
九
交
響
曲
解
説

現
代
教
師
像
の
研
究
　
◎

母
子
叙
情
小
論

文
化

芸
能
－
技
術
－
手
芸
に
大
切
な
手
に
就
て

合
成
繊
維
と
そ
の
複
合
品
の
染
色

第
六
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
五
年
一
月
）

田佐石山富松海荒

中藤倉本田永辺井

重允小登朋大忠貞
太　三美
郎彦郎子介覚治雄

荒松岡

初
期
宗
教
心
の
統
計
的
研
究

無
と
空
に
就
て

歎
異
紗
の
信
仰

繊
維
に
就
て

服
装
史
よ
り
　
　
流
行
の
変
遷
を
裏
付
け
る
も
の
一

第
九
交
響
曲
解
説
（
承
前
）

シ
ョ
パ
ン
考

枕
冊
子
本
文
語
彙
考
証

第
七
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
）

　
　
邦
　
俊

永
　
大
　
覚

井
　
貞
　
雄

巻
頭
言

「
二
種
深
信
」
に
表
現
さ
れ
た
宗
教
の
本
質

道
徳
と
宗
教

徳
育
場
の
研
究
㈲
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山沼富佐酒

木波田藤井

　　朋允

薫守介彦諄

馬田荒中石田浜馬山

音
楽
の
存
在
方
式
認
識
に
関
す
る
一
つ
の
反
省

シ
ョ
パ
ン
論
　
e

生
物
の
幻
’
O
■
閏
■
Q
り
冤
ω
畠
3
に
関
し
て

三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
（
そ
の
二
）

京
都
市
の
組
物
業

（
書
評
紹
介
）

井
貞
雄
　
↓
冨
目
ぼ
Φ
o
勾
．
。
・
勺
い
ロ
。
。

中
重
太
郎

課
覚
物
語
全
釈

淵
　
卯
三
郎
　
　
↓
ず
①
ω
①
霧
①
o
h
ζ
ロ
の
ド

　
第
八
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
六
年
六
月
）

中
重
太
郎
　
古
典
の
味

倉
　
小
三
郎
　
　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
解
説

野
　
恵
　
海
　
　
椎
名
麟
三
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
信
仰
と
文
学
－

本
　
登
美
子
　
　
デ
ザ
イ
ン
の
創
造
一
そ
の
方
法
論
－

淵
　
卯
三
郎
　
　
「
D
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
」
ノ
ー
ト

崎
　
弥
　
市
　
　
反
応
性
染
料
の
染
色
機
構

　
第
八
巻
第
二
号
（
昭
和
三
十
七
年
一
月
）

佐山神大酒沼富松塩

藤本田橋井波田永野

允富美　　　朋大緑
　佐年
彦子子博諄守介覚子

味
の
「
素
」

親
鶯
に
於
け
る
同
朋
主
義

生
命
に
関
し
て
　
e

三
勝
半
七
の
伝
と
文
芸
　
⇔

標
題
音
楽
研
究
の
草
案
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

≧
冨
伽
q
「
o
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
」

女
子
高
校
生
制
服
の
時
代
的
推
移

衣
服
の
腕
の
前
後
運
動
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究

ポ
ー
ラ
ン
ド
音
楽
教
育

総
　
　
目
　
　
次

e

岡田岡斎佐浜富

（
書
評
）

　
　
邦
　
俊
　
　
上
田
義
文
著
「
仏
教
に
お
け
る
業
の
思
想
」

　
第
九
巻
第
一
号
（
昭
和
三
十
七
年
六
月
目

　
　
　
　
　
　
宗
教
す
る
心

　
　
邦
俊
　
欧
米
人
の
浄
土
仏
教
研
究
　
浄
土
教
の
問
題
点

中
　
重
太
郎
　
　
清
少
納
言
枕
冊
子
の
影
響
文
献
「
尤
の
さ
う
し
」
　
「
絵
本
朝
日
山
」

　
　
　
　
　
　
　
「
吉
原
大
鑑
」
に
つ
い
て

田
朋
介

生
命
に
関
し
て
⇔

崎
弥
市
　
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
に
つ
い
て

藤
允
彦
　
シ
ョ
パ
ン
論
⇔
ー
ポ
ー
ラ
ソ
ド
と
シ
ョ
パ
ン
！

藤
　
百
合
香
　
　
ハ
イ
ア
ミ
ン
の
消
毒
効
果
に
つ
い
て

海荒石今
　　　小
辺井倉路 輯

灘
．
零
（
昭
和
三
＋
八
年
五
月
）

創
立
七
十
五
周
年
記
念
号

覚
　
瑞
　
　
巻
頭
の
こ
と
ば

小
三
郎
　
　
ダ
ン
テ
神
曲
の
研
究
　
　
未
発
表
　
抜
単
一

貞
雄
　
ノ
ー
ト
組
織
に
よ
る
学
習
指
導
に
関
す
る
研
究

忠
　
治
　
　
場
所
的
論
理
と
宗
教
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
西
田
哲
学
宗
教
論
の
一
考
察
1

東岡田沼

儀　中波

祐邦重
　　太
二俊郎守

徳
　
末
　
悦
　
子

酒
　
井

諺

あ
れ
こ
れ
と
綴
り
合
せ
て
　
累
談
義

源
氏
物
語
「
花
ち
る
里
」
の
一
本
に
つ
い
て

欧
米
仏
教
会
の
現
況
と
将
来
一
欧
米
出
張
旅
行
報
告
書

欧
米
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
欧
米
旅
行
で
感
じ
た
事
l

N
凄
鳴
§
防
8
．
。
。
N
（
⑦
瀞
、
比
量
O
帖
詰
）

　
、
鳶
、
ミ
§
9
賜
・
§
o
鳶
8
■
ω
卜
∂

　
（
肉
ミ
｝
§
§
§
＆
）
Z
o
・
一
N

＋云

p
教
育
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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総

加荒山神塩富津佐大

藤木本田野田曲藤橋

訓稔登美　朋滋允
　　美年
男子子子緑介子彦博

目
　
　
次

　
　
　
芸
術
教
育
の
意
味
と
そ
の
正
し
い
位
置
づ
け
の
た
め
の
省
察

　
へ
の
序
章
1

ω
o
罵
①
σ
q
①
（
そ
の
一
）

シ
ョ
パ
ン
（
三
）
　
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
時
代
ー

ソ
レ
ム
の
リ
ズ
ム
理
論
に
よ
る
旋
律
線
の
研
究

最
近
の
研
究
報
告

食
品
の
色
に
つ
い
て

婦
人
服
の
袖
付
線
の
解
析

色
彩
と
衣
生
活
　
　
服
飾
に
取
扱
わ
れ
る
色
の
流
れ
1

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
の
教
材
観

ミ
シ
ン
の
運
動
（
一
）
一
針
の
運
動
に
関
す
る
力
学
的
解
析
一

鵜
甚
錘
嘉
（
昭
和
三
＋
九
年
六
月
）

西冨木品石久口中
　　川
山田田川倉納　野

徳朋　三小慶覚恵

平介誠郎郎一勝海

小
原
　
国
　
彦

高
　
畠
　
生
　
子

荒岡　山
　　　井　書本
　　評
貞邦）冨
　　　佐
雄俊　子

外
村
繁
論
　
　
そ
の
作
品
と
信
仰

↓
冨
国
ω
ω
①
三
㌶
一
。
・
o
h
＞
ひ
q
貯
ぴ
自
切
＄
ロ
藁
一
昌
冒
B
器
ω
o
O
巳
ε
器

初
期
の
慶
派
に
つ
い
て

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
解
説
（
承
前
）

歌
唱
時
の
発
音
に
つ
い
て

オ
ラ
ト
リ
オ
の
「
天
地
創
造
」

生
命
に
関
し
て
（
そ
の
三
）

鼠
肝
臓
の
再
生
に
及
ぼ
す
ロ
イ
シ
ン
ー
イ
ソ
ロ
イ
シ
ン
バ
リ
ソ
の
拮

抗
作
用
の
影
響
と
エ
チ
オ
ニ
ソ
の
影
響
と
の
比
較

糖
の
食
品
へ
の
浸
透
に
つ
い
て
（
第
二
報
）

　
1
…
こ
ん
に
ゃ
く
の
場
合
一

　
ン
　
　
　
　
ノ

勺
幻
国
目
》
℃
O
幻
↓
団
幻

増
谷
文
雄
著
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
研
究
」

過
ぎ
勺
・
≦
矯
目
ρ
℃
『
・
O
・
著
「
↓
ず
①
o
ユ
。
ω
o
h
国
9
。
①
臨
g
」

田
　
中
　
重
太
郎
　
　
仏
教
文
学
研
究
会
編
「
仏
教
文
学
研
究
」
e
⇔

神酒久田松

前井納中永 響
嘉
綿
．
嘉
（
昭
和
四
＋
年
二
月
）

大
　
覚

重
太
郎

慶
　
一

　
　
諄

百
　
代

嘉高小山中神

納畠原本野田

愛生国登慎美
　　　美　年
子子彦子子子

田岡荒橘
（
書
評
）

井中

重邦貞覚
太

郎俊雄勝

二
六

無
碍
一
道
論

六
人
母
型
香
の
著
書
・
手
択
本
に
つ
い
て

初
期
の
慶
派
に
つ
い
て
（
続
）

音
楽
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

℃
「
o
ぎ
津
挿
㎝
冨
磨
。
象
①
ω
8
・
ω
口
σ
詠
一
㊤
b
。
O
（
目
㊤
b
。
㎝
）

ω
①
薦
巴
ω
㊤
σ
q
①
一
〇
〈
津
9
℃
「
o
犀
。
ゆ
①
融

ブ
ラ
ウ
ス
地
と
裏
地
の
滑
り
に
つ
い
て

服
装
史
よ
り

糖
の
食
品
へ
の
浸
透
に
つ
い
て
（
第
三
報
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
け
足
旅
行
日
記
よ
り

老
年
学
の
動
向

今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
高
等
学
校

岸
本
英
夫
著
「
宗
教
学
」

玉
上
琢
弥
著
「
源
氏
物
語
評
釈

綿
＋
仁
巻
三
二
琶
昭
和
四
土
年
二
月
）

永荒山岡橘石小柿草

田井野　　倉野谷三

千貞正邦覚小功雄了
恵　　　　三
子雄二俊勝郎龍三円

第
一
巻
」

鴨
長
明
に
つ
い
て

藤
井
高
尚
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て

供
養
舞
楽
と
法
会
形
式
の
変
遷
に
就
い
て

ダ
ン
テ
神
曲
解
説
序
説

老
人
の
座
と
行
動
i
序
説
－

宗
教
に
於
け
る
「
愛
」
と
「
慈
悲
」
の
本
質

慣
習
国
際
法
成
立
過
程
の
一
考
察

大
都
市
中
学
校
教
官
の
指
摘
す
る
非
行
に
関
す
る
統
計
的
研
究
ω
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伊佐山荒富

奈藤口木田

和允光稔朋

子彦子子介

神片佐田橘荒
（
紀
行
）

岡
　
み
ど
り

田
　
美
年
子

（
書
評
）

井
　
貞
　
雄

　
　
覚
　
勝

中
　
重
太
郎

藤
允
　
彦

神玉小水山村塩酒永荒橘石小森

田置原嶋口上野井田井　　倉野本
第
十
四
巻

　
　
　
茂

　
功
　
龍

　
小
三
郎

　
覚
　
勝

　
貞
　
雄

　
千
恵
子

　
　
　
諄

　
緑
　
子

裕
　
子

光
　
子

志
満
子

　
国
　
彦

　
ミ
ョ
子

美
年
子

馬
　
淵
　
卯
三
郎

　
　
　
　
　
総

人
造
り
に
就
而

西
陣
見
歩
記

生
命
の
源
泉
と
し
て
の
水

シ
。
パ
ン
論
　
ω

教
育
・
伝
統
・
演
奏

ソ
聯
の
印
象

パ
リ
・
モ
ー
ド
あ
れ
こ
れ

　
大
学
の
講
義
と
図
書
館
と
の
研
究

　
老
化
の
心
理

　
飯
田
正
一
「
歌
集
レ
ソ
バ
ソ
島
」

　
》
二
げ
母
出
①
臼
①
貫
ω
巴
8
叶
巴
O
o
屋
呂
。
書
毛
8
a
「
「
驚
9
「
旨

　
O
ゴ
。
官
昌
と
邦
訳
に
つ
い
て

（
昭
和
四
十
二
年
二
月
）

　
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
常
陸
」
に
つ
い
て
一
風
霊
的
考
察
i

　
昭
和
四
十
一
年
度
音
楽
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
報
告

　
ダ
ン
テ
神
曲
解
説
序
説

　
老
年
学
（
O
頸
O
茸
O
一
〇
ぴ
q
網
）
の
源
流
　
ω

　
大
都
市
中
学
校
教
官
の
指
摘
す
る
非
行
に
関
す
る
統
計
的
研
究
②

　
音
楽
大
学
生
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
i
傾
向
性
の
調
査
一

　
大
阪
を
中
心
と
し
た
生
鮮
食
品
最
近
の
出
廻
り
状
況
と
食
経
済
に
つ

　
い
て
の
一
考
察

炭
化
水
素
資
化
性
菌
に
よ
る
変
敗
油
の
利
用
に
関
す
る
研
究

ア
メ
リ
カ
の
服
飾
教
育

　
i
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
表
わ
れ
た
特
性
に
つ
い
て
！

】
≦
ロ
ω
鮮
箋
δ
給
昌
。
ゆ
魯
錬
岳
6
7
①
ω
ぎ
ω
窪
暮
と
出
0
6
ぴ
。
な
魯
巳
①

目
　
　
次

津
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
≦
β
ω
涛
に
つ
い
て
ー
ザ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ケ
ン
の
場
合
一

　
（
書
評
）

中
　
野
　
恵
　
海
　
　
西
丸
四
方
著
「
島
崎
藤
村
の
秘
密
」

　
　
　
第
十
五
巻
（
昭
和
四
十
三
年
二
月
）

大久小小橘山玉小白手南中富
　保
橋田野谷　本置原取塚部野田

　敏功泰覚富ミ国吉唯松恵朋
　　　　　佐ヨ
博子龍造勝子子彦敏聴雄海介

思
想「

破
戒
」
論
ノ
ー
ト

呉
郡
張
氏
に
お
け
る
精
神
活
動

日
本
の
芸
術
論
に
お
け
る
レ
ア
リ
ズ
ム
の
萌
芽

合
成
繊
維
の
発
展
と
最
新
の
展
望

炭
化
水
素
資
化
菌
に
関
す
る
研
究

既
成
服
の
発
展
的
段
階
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て

老
年
学
（
O
Φ
触
。
韓
O
ざ
鳴
鴇
）
の
源
流
　
（
丑
）

英
語
教
育
の
新
し
い
試
み

楽
書
古
譜
に
見
ら
れ
る
賀
殿
の
演
奏
指
示
の
比
較
検
討

雅
楽
曲
の
五
線
譜
化
に
関
す
る
問
題
と
試
案

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
音
楽
専
門
教
育
の
一
考
察

　
（
書
評
）

田
中
重
太
郎
　
　
久
松
潜
一
著
年
々
去
来

秦
　
　
　
　
　
博
　
　
竹
田
加
寿
男
著
　
道
徳
の
指
導
形
態

　
　
　
第
十
六
巻
（
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
）

　
　
　
　
創
立
八
十
周
年
記
二
号

寺森中海松岡今
　　　　　　小
内本野辺永　路

清　恵忠大邦特
立

助茂海自覚俊瑞

発
刊
に
あ
た
っ
て

浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
研
究

悪
人
正
機
に
つ
い
て

宗
教
の
客
観
性
に
つ
い
て

遠
藤
周
作
論

伊
勢
物
語
の
歌
の
伝
承
性

明
治
百
年
国
語
教
育
思
想
の
回
顧

二
七
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村小富中山神小塩

上原田野本田野野

裕国朋慎登美功緑
　　　　美年
子彦介子子子龍子総

馬溜永秦橘吉玉山

渕井田　　　川置口

卯　千　覚知ミ光
三　　恵　　　ヨ
郎諄子博勝子子子

目
　
　
次

緑
茶
の
今
昔

大
法
会
に
お
け
る
師
子
舞
に
つ
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
服
飾
教
育

服
装
史
よ
り
…
…
ω

着
衣
心
理
の
分
析

生
体
を
作
る
も
の

い
か
な
ご
油
の
性
状
に
関
す
る
一
考
察

最
近
の
主
婦
の
生
活
時
間
調
査
よ
り
算
出
し
た
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

と
推
定
労
働
強
度
に
つ
い
て

食
物
史
上
に
於
け
る
精
進
料
理
の
意
義

炭
化
水
素
資
化
性
酵
母
の
変
敗
油
に
対
す
る
挙
動

老
年
学
（
O
①
「
O
茸
O
ざ
O
q
嘱
）
の
生
誕

無
意
図
的
教
育
の
再
検
討

道
徳
の
時
間
実
施
に
関
す
る
統
計
的
研
究

宗
教
音
楽
の
概
念
並
び
に
宗
教
と
音
楽
と
の
結
合
に
つ
い
て

「
竃
津
ミ
げ
讐
ヨ
雪
コ
。
魯
↓
鼠
ニ
ヨ
①
」
と
「
納
曽
利
」
の
間
で

第
十
七
巻
（
昭
和
四
十
五
年
一
月
）

西大酒大中辻玉小白中田

島谷井谷山井置原取西中

恵紀　紀明英ミ国吉智重
　美　美　　　ヨ　　　太
子子諄子慶世子彦敏海郎

上

（
書
評
）

坂
　
信

枕
冊
子
前
田
家
本
の
本
文
に
つ
い
て

親
鶯
に
お
け
る
往
生
と
実
存

織
物
の
諸
欠
点
に
つ
い
て

炭
化
水
素
資
化
性
酵
母
K
Y
－
1
1
に
関
す
る
研
究

O
．
O
＞
切
霞
団
口
の
編
曲
に
つ
い
て

9
0
◎
の
b
d
拶
魯
に
お
け
る
フ
ー
ガ
と
は

踊
り
の
リ
ズ
ム
と
タ
ー
ラ

「
近
畿
な
ら
び
に
そ
の
影
響
圏
に
お
け
る
わ
ら
べ
う
た
の
音
楽
学
的

研
究
」
に
つ
い
て

男
森
本
茂
著
「
伊
勢
物
語
論
」
を
読
ん
で

神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

田
　
美
年
子
　
　
最
上
潤
訳
　
自
己
革
新
（
マ
ン
ネ
リ
を
克
服
す
る
た
め
の
考
え
方
）

　
　
　
　
　
　
原
著
智
≦
．
O
母
。
ぎ
①
「

第
十
八
巻
（
昭
和
四
十
六
年
一
月
）

田林山富久久斎中三
　　　　保志
中崎本田田本藤野谷

中小柿

幸
　
子

恵
　
海

芙
美
子

秀
　
夫

清
　
二

朋
　
介

登
美
子

つ
　
ゆ

昭
　
子

番
外
謡
曲
　
聖
光
寺
に
つ
い
て

芥
川
龍
之
介
”
西
方
の
人
”
注
解
　
e

ド
イ
ツ
文
学
と
「
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
」

ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
伝
の
た
め
に

構
造
か
ら
見
た
オ
ル
ガ
ン
の
歴
史
と
特
性

「
生
」
の
表
現
た
る
生
命
現
象
に
就
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
に
つ
い
て
の
一
考
察

ζ
凶
自
0
8
6
8
ω
ξ
ω
O
α
Φ
涛
訪
2
ω
細
胞
壁
の
化
学
構
造

　
第
十
九
巻
（
昭
和
四
十
七
年
一
月
）

谷
　
雄
　
三
　
　
松
平
静
翁
の
枕
冊
子
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
3

野
　
功
　
龍
　
　
「
松
尾
寺
に
伝
承
さ
れ
る
仏
聖
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

山
　
明
　
慶
　
　
い
Q
o
．
じ
σ
9
D
警
（
一
〇
Q
◎
窃
1
一
刈
㎝
O
）
の
作
品
に
お
け
る
拍
子
記
号
と
テ

　
　
　
　
　
　
　
ン
ポ
に
つ
い
て

富坂玉白西大

田下置取島谷

朋キミ吉恵紀
　　クヨ　　　美

介子子敏子子

朗
論
の
概
念
規
定
の
た
め
の
試
論

欧
米
の
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

炭
化
水
素
資
化
性
酵
母
K
Y
1
1
1
に
関
す
る
研
究

生
命
に
関
し
て

　
（
書
評
）

楠
　
　
　
道
　
隆
　
　
田
中
重
太
郎
氏
著
「
清
少
納
言
枕
冊
子
研
究
」

　
　
　
第
二
十
巻
（
昭
和
四
十
七
年
十
【
月
）

岡
邦
俊
真
宗
の
宗
教
学
的
研
究

帖
蜘
酵
次
灘
芥
川
聾
介
「
西
方
の
人
」
注
解
⇔

久
志
本
秀
夫
　
　
ア
ソ
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
伝
ω



山木馬酒梅安青村林塩溝西庄

口下渕井本東木上崎野渕島司

光邦道　尭千繁裕つ緑淑恵ユ
　　　　　　賀　　　　　　　リ
子夫江諄夫子美子ゆ子恵子子

家
政
（
学
）
に
お
け
る
逆
説
的
二
重
性

式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
木
曳
に
つ
い
て

橘
千
蔭
自
筆
「
父
枝
直
十
三
回
忌
追
悼
の
文
」

に
つ
い
て

大
阪
を
中
心
と
し
た
生
鮮
食
品
最
近
の
出
廻
り
状
況
と
食
経
済
に
つ

い
て
の
一
考
察
（
第
二
報
）

〈
ウ
ィ
ン
グ
音
楽
テ
ス
ト
V
の
標
準
化
と
そ
の
検
討
（
そ
の
一
）

ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
に
つ
い
て

家
庭
用
電
気
機
器
の
電
子
化
の
現
状
に
つ
い
て

ド
リ
ー
ル
と
し
て
の
カ
ラ
メ
ル

第
二
十
一
巻
（
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
）

　
創
立
八
十
五
周
年
記
念
号

　上小滝山塩三蔭久中大小森中吉仲岡今
　　　　　　　志　　　　　　　小
　田林井本野谷木本西谷野本野田　　路

　恭二督登緑幸英秀智紀功　　恵孝芳邦覚
　　美　美　　　　　美　　　　　　　　　　　　次総栄子三子子子雄夫海子龍茂海郎樹俊瑞

発
刊
の
辞

宗
教
学
の
方
法
論
と
課
題

芸
道
思
想
と
芸
術
教
育

芥
川
龍
之
介
「
西
方
の
人
」
注
解
　
⇔

逢
坂
山
の
歌
枕
考

「
天
台
声
明
」
と
「
西
本
願
寺
声
明
」
と
の
比
較
研
究
　
－

親
鶯
の
「
往
生
」
を
め
ぐ
る
問
題
点

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
起
源
ω

横
川
景
三
の
人
と
作
品

平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

家
庭
管
理
の
立
場
か
ら
見
た
現
在
の
公
害
汚
染
の
諸
問
題
に
つ
い
て

服
装
史
よ
り
　
㈲

形
と
色
の
連
想
に
つ
い
て
の
実
験
的
研
究

目
　
　
次

小中吉岡　新山荒永山鈴田田乾村中
野野田　　　　名　口川　田本木辺中　　上　山

功聯筆和光幸憲美国信昭幽明

龍海郎俊二子子香子子夫子子次子慶
　　　　巻

斎
　
藤
　
芙
美
子

長村玉小岩中神中酒森三

野上置原佐野田川井山谷

孝裕ミ国聡慎美圭　和幸
　　ヨ　　年
男子子三子子子子諄美子

音
楽
理
論
に
つ
い
て
の
一
考
察

澄
汁
に
お
け
る
温
度
に
よ
る
戯
味
の
変
化
に
つ
い
て

教
員
採
用
テ
ス
ト
の
性
格

ナ
メ
コ
粘
質
物
中
の
多
糖
構
造

人
工
汚
染
布
へ
の
水
分
の
影
響
に
つ
い
て

青
少
年
の
非
行
化
に
関
す
る
研
究

調
理
材
料
と
酵
素
に
つ
い
て

音
楽
的
知
覚
の
意
味
と
形
成
に
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ

（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
）

真
宗
に
お
け
る
往
生
浄
土
の
目
的

芥
川
龍
之
介
「
西
方
の
人
」
注
解
　
　
四

昭
和
四
十
九
年
度
音
楽
学
フ
ィ
ー
ル
ド
．
ワ
ー
ク
調
査
研
究
報
告
　
　
　
8
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1

遠
江
小
国
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シ
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⇔
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。
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績
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介
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お
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っ
て
一

明
治
音
楽
教
育
資
料
研
究
（
そ
の
一
）

　
下
伊
那
郡
郷
土
館
の
唱
歌
歌
詞
草
稿
に
つ
い
て
①

「
ロ
ソ
・
テ
ィ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
バ
イ
オ
リ
ン
教

授
法
セ
ミ
ナ
ー
」

ゴ
ッ
ト
フ
リ
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史
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磐
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摂
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冒
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献
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史
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史
の
課
題
と
そ
の
研
究
方
法

音
楽
学
部
篇
（
昭
和
五
十
三
年
一
月
）

バ
イ
オ
リ
ン
教
育
に
関
す
る
考
察

現
代
オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
技
法

目
鑓
く
臼
ω
ま
言
の
運
指
法

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
教
育
に
つ
い
て

そ
の
1
　
幼
児
の
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
教
育
の
ス
タ
ー
ト

図
書
館
視
察
報
告

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
の
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」
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ー
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テ
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古
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踊
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ボ
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②
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華
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憲
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憲
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介
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和
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す
る
研
究

女
子
学
生
の
生
活
意
識
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）

　
－
特
に
音
楽
専
攻
の
学
生
生
活
を
中
心
と
し
て
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
調
査
報
告
　
住
吉
大
社
お
田
植
神
事
に
つ
い

て国
文
・
家
政
学
科
編
（
昭
和
五
十
六
年
二
月
）

外
村
繁
「
夢
幻
泡
影
」
に
つ
い
て

彦
龍
周
興
評
伝

親
鶯
に
お
け
る
「
極
楽
」
と
「
浄
土
」

”
助
松
屋
文
書
”
に
お
け
る
冠
婚
葬
祭
料
理

　
一
江
戸
時
代
料
理
の
復
原
と
そ
の
栄
養
一

大
阪
市
中
心
部
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
外
食
（
昼
食
）

実
態
調
査
結
果
と
こ
れ
に
対
す
る
栄
養
指
導
に
つ
い
て

じ
d
9
ω
一
画
凶
。
ヨ
団
8
9
ω
（
担
子
菌
類
）
の
多
糖
構
造
お
よ
び
多
糖
構
造

研
究
法
に
つ
い
て

一
三

180



総
　
　
目
　
　
次

森久　鈴木
　志
下本　木下
　　第
高秀二国邦
　　十
治夫八夫夫
　　巻

山酒大小

村井谷野

　　　紀功
　　　美
慧諄子寵

前
　
田
　
至
　
成

　
　
　
第
二
十
九
巻

渡小蔭中

辺堀木野

　久英恵

正男雄海

鈴
　
木
　
国
　
夫

池
　
口
　
増
　
枝

木
　
下
　
邦
　
夫

永
　
田
　
千
恵
子

斎大

　
第
二
十
九
巻

谷
　
紀
美
子

藤
　
芙
美
子

前
　
田
　
至
　
成

森
　
下
　
高
　
治

家
庭
用
電
気
機
器
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
背
景
と
現
状
に
つ
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
旅
行
参
加
記

音
楽
学
部
編
（
昭
和
五
十
六
年
二
月
）

古
代
イ
タ
リ
ア
の
道

職
業
行
動
に
関
す
る
一
考
察

　
ー
ホ
ラ
ソ
ド
理
論
と
S
D
S
調
査
票
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
度
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ル
ド
調
査
報
告

春
日
大
社
、
住
吉
大
社
に
お
け
る
社
伝
神
楽
に
つ
い
て

音
楽
に
関
す
る
社
会
人
・
学
生
の
意
識
調
査

民
衆
公
教
育
成
立
過
程
へ
の
一
つ
の
分
析
視
角

　
ー
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
民
衆
公
教
育
理
解
－

三
彌
底
部
（
の
餌
B
ヨ
三
《
餌
）
の
業
思
想

国
文
・
家
政
学
科
編
（
昭
五
十
七
年
二
月
）

遠
藤
周
作
「
ア
デ
ン
ま
で
」
論

『
松
山
集
』
解
釈
と
鑑
賞

わ
が
国
に
お
け
る
障
害
者
と
基
本
的
人
権

邦
訳
日
葡
辞
書
を
通
し
て
み
た
安
土
桃
山
時
代
の
食
生
活

昇
華
転
写
捺
染
に
関
す
る
研
究
（
H
）

　
ー
ジ
ャ
ー
ジ
捺
染
布
の
染
色
堅
ろ
う
性
に
つ
い
て
ー

セ
ン
サ
電
子
レ
ン
ジ
の
自
動
調
理
に
お
け
る
ソ
フ
ト
機
能
の
現
状

学
校
令
直
後
の
女
子
教
育
論
に
つ
い
て
　
㈲

音
楽
学
部
編
（
昭
和
五
十
七
年
二
月
）

舞
踊
の
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
　
　
沖
縄
の
舞
踊
の
分
析
に
よ
る
ー

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
の
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」

　
一
騎
士
に
登
用
さ
れ
る
ト
リ
ス
タ
ソ
ー

敦
拍
山
本
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
の
研
究
！
H
一

職
業
行
動
に
関
す
る
心
理
学
的
研
究

　
ー
ホ
ラ
ン
ド
理
論
と
選
択
に
か
か
わ
る
要
因
分
析
1

三
二

山
村
　
慧
　
比
較
教
育
学
の
社
会
科
学
的
前
提
を
め
ぐ
る
一
考
察
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
の
「
問
題
接
近
法
」
解
釈
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
1

横
　
川
　
美
智
子
　
　
オ
ペ
ラ
〈
＝
p
涛
9
＞

小
野
功
龍
　
「
林
歌
」
の
歴
史
的
推
移
に
つ
い
て

　
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集

　
　
　
第
三
十
巻
　
国
文
・
家
政
学
科
編
（
昭
和
五
十
八
年
二
月
）

小
　
堀
　
久
　
男
　
　
政
教
分
離
を
め
ぐ
る
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
箕
面
忠
魂
碑
事
件
を
中
心
と
し
て
1

中
　
野
　
恵
　
海
　
　
国
木
田
独
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鈴
木
徳
男
　
『
続
詞
花
和
歌
集
』
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
赤
塗
衛
門
と
和
泉
式
部
の
入
集
歌
を
め
ぐ
っ
て
一

　菊足丸山藤中森
相

　田立山口田野山
愛
　徹純純光公慎和

大子子子子子子美

女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

体
型
と
袖
山
パ
タ
ー
ン
の
関
係
に
つ
い
て

乳
化
剤
添
加
に
よ
る
O
ゴ
。
ロ
×
の
検
討
（
第
一
報
）

相
愛
女
子
短
契
韓
研
究
聾

　
　
第
三
十
巻
　
音
楽
学
部
編
（
昭
和
五
十
八
年
二
月
）

沢稲滝大横徳

村垣野谷川末

滝長

野

悦
　
子

美
智
子

紀
美
子

澄
　
子

孝
　
子

千
栄
子

孝
　
男

省
　
治

中
華
・
民
国
の
音
楽
事
情

　
　
　
　
ハ
　
ヘ
マ
　
カ

オ
ペ
ラ
〈
閏
β
ρ
涛
⇔
〉
（
続
き
）

第
十
三
回
国
際
音
楽
学
会
（
ω
一
】
≦
）
の
報
告

「
ポ
ワ
テ
ィ
エ
夏
期
音
楽
大
学
に
参
加
し
て
」

冒
o
ρ
‘
Φ
。
・
冨
鵠
。
コ
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て

ル
チ
ェ
ル
ン
の
夏

女
子
学
生
の
生
活
意
識
に
つ
い
て
（
そ
の
2
）

　
－
相
愛
大
学
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
学
生
の
学
園
生
活
に
対
す

　
る
意
識
の
比
較
一

179



山
村
　
慧
　
比
較
教
育
学
の
社
会
科
学
的
前
提
を
め
ぐ
る
一
考
察
（
そ
の
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ブ
ラ
イ
ア
ソ
・
ホ
ー
ム
ズ
の
「
問
題
接
近
法
」
解
釈
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
1

森
下
高
治
　
企
業
従
業
員
の
職
業
意
識
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
役
職
者
と
非
役
職
者
の
比
較

斎
　
藤
　
芙
美
子
　
　
「
ト
リ
ス
タ
ン
の
刀
礼
」
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
の
文
学
批
評
に
つ
い
て

久
志
本
　
秀
　
夫
　
　
ダ
ン
テ
・
釈
這
空
比
較
論
序
説

　
　
　
第
一
一
一
十
一
巻
　
国
文
・
家
政
学
科
編
（
昭
和
五
十
九
年
二
月
）

蔭
木
英
雄
　
中
世
初
期
細
紳
漢
文
学
概
観
　
菅
原
為
長
を
手
が
か
り
に
一

鈴
木
徳
男
　
み
か
さ
や
ま
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
二
部
を
め
ぐ
っ
て
！

森
　
山
　
和
　
美
　
　
女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

松
本
和
子
　
学
校
英
語
教
育
へ
の
セ
ン
テ
ン
ス
・
コ
ン
パ
イ
ニ
ン
グ
導
入
の
検
討

田
　
中
　
昭
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
の
化
学
成
分
お
よ
び
薬
理
作
用
に
つ
い
て

入
　
江
　
貴
美
子

村
　
上
　
裕
　
子
　
　
七
年
間
の
栄
養
調
査
か
ら
み
た
学
生
の
食
物
摂
取
状
況
と
こ
れ
に
伴

香
月
佳
子
　
う
問
題
点
に
つ
い
て

木
下
邦
夫
　
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
計
画
の
影
響
下
に
お
け
る
、
ル
ー
ム
・
エ
ア
コ
ン
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
シ
ョ
ナ
ー
と
電
気
冷
蔵
庫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
推
移

　
　
　
第
三
十
一
巻
音
楽
学
部
編
（
昭
和
五
十
九
年
二
月
）

獄
欝
美
紐
篶
鄭
蜜
銀
輪
着
工
、
．

高
橋
滋
子
　
四
つ
の
弦
の
為
の
「
幻
想
曲
」

ピ
エ
ー
ル
ベ
ル
ナ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
　
プ
ー
ラ
ソ
ク
と
彼
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
　
そ
の
1

訳
　
稲
　
垣
　
孝
　
子

伊
奈
和
子
　
一
九
八
三
年
の
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
指
環
一

山
　
田
　
健
　
司
　
　
イ
タ
リ
ア
留
学
研
修
報
告

　
　
　
　
　
　
総
　
　
目
　
　
次

森滝長若斎

下　野林藤

高省孝正達

治治男史男

山
　
村

彗

治
　
田
　
耕
　
吉

　
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集

　
　
　
第
三
十
二
巻
（
昭
和
六
十
年
二
月
）

権永鈴

藤田木

良千徳
　恵
子子男

庄
　
司
　
ユ
リ
子

森鶴鈴北小紅　　藤鈴　戸玉

山崎木谷堀楳　　田木　川置
　　　　　第
和裕徳幸久英三公国成ミ
　　　　　十　　　ヨ
美雄男冊男顕三子夫　代子
　　　　　巻

松
　
本
　
和
　
子

ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
海
外
研
修
を
終
え
て

東
西
有
漏
知
考

音
楽
学
部
学
生
の
学
園
生
活
の
意
識
と
余
暇
活
動
に
つ
い
て

職
業
行
動
に
関
す
る
研
究

　
…
志
望
職
業
に
み
る
S
D
S
結
果
と
選
択
要
因
の
特
徴
一

異
文
化
間
理
解
と
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
国
際
研
究
会
か
ら
の
提
議
と
報
告

イ
ン
テ
ン
シ
ブ
英
語
試
論
〔
1
〕
　
　
日
本
人
と
外
国
語
学
習
一

　
『
続
詞
花
和
歌
集
』
四
季
部
の
配
列
構
成
に
つ
い
て

高
等
女
学
校
規
程
か
ら
高
等
女
学
校
令
に

相
愛
女
子
短
期
大
学
生
に
お
け
る
朝
食
・
睡
眠
・
脈
拍
に
つ
い
て
の

意
識
調
査
結
果
か
ら
み
た
一
考
察

新
し
い
家
政
学
・
家
庭
経
営
学
の
研
究
（
そ
の
一
）

　
一
心
理
学
・
「
臨
床
の
知
」
の
導
入
－

高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
微
生
物
中
の
ト
コ
フ
ェ
ロ

ー
ル
定
量
に
関
す
る
一
考
察

染
色
布
の
水
分
率
と
色
の
変
化

女
子
短
大
生
の
自
己
概
念
と
衣
服
デ
ザ
イ
ン
の
嗜
好
に
つ
い
て

（
昭
和
六
十
［
年
二
月
）

親
鶯
と
蓮
如
の
往
生
思
想

現
行
家
族
法
に
お
け
る
若
干
の
問
題
点

三
条
西
公
条
『
吉
野
詣
記
』
　
（
翻
刻
・
校
注
）

女
性
の
婚
礼
服
の
変
遷

　
　
　
続
明
治
、
大
正
、
昭
和
時
代

E
S
L
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
統
語
的
指
標
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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総
　
　
目
　
　
次

庄　
　
司
　
ユ
リ
子
　
　
新
し
い
家
政
学
・
家
庭
経
営
学
の
研
究
（
そ
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
新
し
い
家
政
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
の
「
ユ
ン
グ
心
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
」
1

　
　
　
第
三
十
四
巻
（
昭
和
六
十
二
年
三
月
）

　
　
原
国
彦
　
酵
母
菌
体
食
糧
化
の
経
緯
と
未
来
食
品
開
発
へ
の
一
展
望

小木　
　
下
邦
夫
　
ヒ
ー
タ
ー
レ
ス
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
暖
房
に
つ
い
て

　
　
野
慎
子
　
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
着
用
に
お
け
る
胸
部
形
態
に
つ
い
て

中依　
　
藤
里
子
　
バ
ッ
ハ
の
《
6
つ
の
コ
ラ
ー
ル
》
演
奏
の
た
め
の
一
考
察

　
　
藤
　
良
　
子
　
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
生
の
健
康
意
識
調
査
結
果
か
ら
み
た
一
考
察

権麻　
　
生
　
　
　
武
　
　
行
為
の
共
同
化
か
ら
対
象
の
共
同
化
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
生
後
十
一
～
二
十
ヵ
月
に
お
け
る
乳
児
N
の
“
人
”
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
成
長
－

　
　
本
和
子
　
プ
ロ
セ
ス
重
視
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
研
究
に
つ
い
て

松　
　
井
　
順
　
一
　
　
近
世
佐
賀
の
芸
能
興
行
　
ω

土　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
を
中
心
と
し
て

　
　
　
第
三
十
五
巻
（
昭
和
六
十
三
年
三
月
）

　
　
山
　
生
糸
の
ル
ー
プ
形
態
に
つ
い
て
の
一
考
察

内藤　
　
田
　
公
　
子
　
　
女
子
学
生
の
被
服
行
動
と
社
会
心
理
的
特
性
と
の
関
係

水　
　
野
　
浄
　
子
　
　
安
定
同
位
元
素
お
ρ
を
用
い
た
極
性
ミ
コ
ー
ル
酸
生
合
成
の
研
究

松　
　
本
和
子
　
Q
Q
o
8
巳
日
雪
σ
q
8
0
q
①
Ω
器
ω
3
0
ヨ
”
①
ω
＄
6
げ
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
O
冨
「
団
ω
ε
α
罵
を
中
心
に
1

山　
　
田
　
由
美
子
　
　
O
き
ミ
。
、
↓
げ
。
国
且
窪
巴
p
ヨ
ー
ロ
ヨ
o
h
d
ロ
冨
。
雪
。
ω
。
。

　
　
村
秀
幸
　
「
言
語
社
会
学
に
お
け
る
言
語
類
型
」
に
関
す
る
覚
え
書
き

吉　
　
藤
　
里
　
子
　
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
学
生
の
音
楽
に
関
す
る
意
識
と
実
態
調
査
に
つ

依　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て

寺
田
友
子
住
民
訴
訟
か
ら
み
た
補
助
金
交
付

三
四
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研

委員長

　　　　　　　　　　　　whAM．VNX

　論　集　編　集　委　員

土　　井　　順　　一
　　　　　　　　　　（国文学科）

田　　中　　昭　　子
　　　　　　　（一般教育・教職）

山　　田　　由美子
　　　　　　　　　（英米語学科）

水　　野　　浄　　子
　　　　　　（家政学科食物専攻）

内　　山　　　　　生
　　　　　　（家政学科被服専攻）
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